
 

 

 

 

 

 

 

 

「大賀郷」 

校長 石井 謙次 

 その人は気が付くと、果てしなく広がる大海原を心細い一艘の舟で漂っていました。 

雲間から差し込む月の光が進むべき道を示しているように見えて、波をかき分けて進みました。たどり着いたシマは上

陸するのも困難な崖に囲まれていましたが、西側に穏やかな入り江を見付けて舟を付け、そこに住みつきました。村落

にいた一人の爺様(じさま)はシマで生きていく術(すべ)やきまりを厳しく教えてくれました。それよりもさらに年長の

婆様(ばさま)はシマの豊かな恵みを教えてくれました。はじめは二人の老人の姿しか見えていなかった彼の目には次第

に多くの人たちがここで大いに楽しみ、一方で悩みながら一生懸命にその日その日の生活をしている姿が見えるように

なってきました。いつのまにかたくさんの仲間や子供たちと出会い、土に触れ、海に潜り、初めからそこで生まれた人

のような気持になっていたけれど、３年が経ったある日、山の稜線から伸びた朝日がシマを出るようにその人に示しま

した。その人はシマを出るのが嫌で嫌でたまらなかったけれど、シマの仲間にたくさんのお土産をもって戻ると約束し、

クニへ戻りました。 

 クニに戻ったその人は、シマで「やりたい」ことを心に大切にしまって暮らしました。早くシマに戻って仲間や子供

たちの力になること、それが彼の「やりたい」ことでした。「やりたい」が心に浮かぶとつらいことも耐えられたし、

悲しみも乗り越えることができました。何度もシマに戻る挑戦をしましたがうまくいかず、それでも諦めずに自分の力

を高める努力をし続けました。そうすると長く努力した分、様々な「やりたい」が増えていきました。そしてこれがシ

マへのお土産なんだということに気付きました。４年たってその人の願いは叶いました。 

 シマに戻ると仲間たちは変わらずにその人を歓迎し、ずいぶんと大きくなった子供たちはその人を勇気づけてくれる

存在に成長していました。その人は仲間や子供たちの支えによって心に貯めていた「やりたい」を一つずつ形にするこ

とができました。新しい仲間や子供たちの心の中にも彼らなりの「やりたい」が芽生えているのを見ると、その人は自

分がどうしてこの世に生を享けたのかちょっとだけ分かったような気がしました。 

 

このお話はおとぎ話ではないので鬼も出てこないし、金銀財宝も出てきません。ただ、

人間のありきたりな営みの一部です。３月１３日の明け方に見た私の夢にしかすぎません。

夢が覚めたとき、私は生まれ育った実家の自室にいました。（これも実は夢の中なのです

が）教師を目指していた大学生の自分は、想像もできないような未来を見てしまったこと

に戸惑うのですが、そんな人生を送れたその人への憧れと途方もなく過ごさなければなら

ない時間にげっすりして二度寝してしまいます。次に目を覚ましたのは今の我が家です。

時間は１４：３０。（これもまた夢の中）無断欠勤をして先生方に合わせる顔がないなぁ

…と困っていると、副校長先生から電話があり「校長先生、大丈夫です。これは夢ですか

ら！」と。そこで本当に目が覚めました。…よかった（汗） 

人間はみな時の旅人です。人生という長い時間の中をいろんな寄り道をしながら

歩みを止めず、次の世代にバトンを渡していきます。そんな旅の中で私が学んで皆

さんにつなぎたいことは「人間をあきらめない」ことです。人間とは自分であり、

相手であり、社会です。思いを伝えたり、変化を求めたりすることは簡単なことで

はないけれど、自分が自分のドラマの主人公である限り、決して負けずに立ち向

・進んで学習する人 

・礼儀を大切にする人 

・心身ともに健康な人 

＜教育目標＞ 

八丈町立大賀郷中学校 

令和６年３月２５日（月） 
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かっていた時、得られる喜びが必ずあることを夢の中の「その人」は改めて私に知らせてくれたように思うのです。 

日の出前、寝室から光の行列が坂の上に続いているのを見ながらそんなことを考えました。 

令和５年度、大賀郷中学校の教育活動を共に進めてくださった皆さま、ありがとうございました。 

 

 

３月１９日（火） 

第７０回 卒業式 

学校長 式辞より 

卒業生へ贈る最後のメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜離任される先生方よりメッセージ＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

４月 

８日（月） 着任式  始業式  入学式準備 

９日（火） 入学式  【１年】保護者会 

１０日（水） ⑤身体計測  避難訓練 

１１日（木） ＰＴＡ役員選挙投票  大賀郷学園交流会 

１２日（金） 
ＰＴＡ会長・副会長選挙結果配布 

部活動説明会 

１３日（土） 土曜授業日 【 ２・３年】保護者会 

１６日（火）～ 健康診断 

１８日（木） 

３年全国学力調査 

ＰＴＡ新旧合同役員・学年・広報・文化引継

ぎ 

２３～２７日 
３年修学旅行（東京・奈良・京都・広島） 

1・2年 個別面談期間（２４～26日） 

２９日（月） 昭和の日 

４月８日（月） 始業式 （２・３年）ＰＴＡ名簿・投票用紙配布 

９日（火） 
入学式 

１年保護者会 

（１年）ＰＴＡ名簿・投票用紙配布 

（１年） 学年委員・専門委員選出 

１１日（木）  役員選挙・開票（選挙管理委員会） 

１２日（金）  会長・副会長選挙結果配付 

１３日（土） ２・３年保護者会 （２・３年）学年委員・厚生・文化部員選出 

１８日（木）  新旧合同役員、学年・専門委員会引継ぎ 

５月７日（火） ＰＴＡ総会  

１１日（土） 部活動保護者会  

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日 

来年度は、４月１７日

（水）からです。相談をご

希望の方は、副校長までご

連絡ください。来年度も毎

週水曜日、相談日となる予

定です。  

   ４月１７日（水） 

     ２４日（水） 

入学式のご案内 
４月９日（火）  

開式 ９：００～ 

体育館にて行います。御来

賓の皆様、地域・保護者の

皆様、心よりお待ち申し上

げます。 

 

１年間ＰＴＡ活動にご協力い
ただき、誠にありがとうござ
いました！ 
感謝申し上げます。 


